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研究成果の概要（和文）：1860 年の北京条約締結後のロシアによるウラジオストクの建設、中

国北部の３港開港、日本の開港は中国系移民に東北アジアへの門戸を開いた。研究にあたり、

移民の社会、移民受け入れ社会、特に奉天における慈善団などの組織に注目し、中国系移民の

移民先での受容と排除について検討した。 
この研究を通じて明らかになったことは以下の通りである。同郷人紐帯が強い集団はその中

に互助機能があり、国際環境や経済環境が悪化しても一定程度の資本規模を維持した経済活動

を行った。東北アジアにおけるこのような集団が山東幇である。これに対してそのような集団

に属さない移民は、社会的弱者の立場におかれる。 
 
 
研究成果の概要（英文）：After the conclusion of the Treaty of Beijing in1860, the Russian 
establishment of the city of Vladivostoke, the opening of three North China treaty ports, 
and the opening of Japanese treaty ports opened the gates for Chinese migration to 
Northeast Asia. In this study, I observed acceptance and exclusion of Chinese immigrant. I 
focused on Chinese immigrant communities and organizations such as charity in host 
society in Mukden.  

Through this study, the following results were obtained: People born in the same area 
had lasting bonds, and helped each other, so they were able to maintain their businesses 
through economic depressions and unstable international circumstances. Shandong-bang 
was one such group in Northeast Asia. On the other hand, people who didn’t have such 
tight knit communities became more socially vulnerable. 
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１．研究開始当初の背景 

東南アジアにおける中国系移民の活動が
東南アジアの社会・経済のまとまりの形成に
おいて大きな役割を果たしたことが評価さ
れているのに対して、東北アジアでは中国系
移民の存在は注目されてこなかった。しかし、
中国東北地域が現在のような漢人文化をス
タンダードとする形を形成する上では、漢人
を中心とした中国系移民の存在は大きな意
味をもつ。またこのほかにも 19 世紀後半か
ら 20 世紀前半にかけて、極東ロシア、中国
東北地域、朝鮮半島は、中国人、朝鮮人、ロ
シア人、日本人の人口流動にさらされた。東
北アジアにおける近代とは、このような諸民
族の移動が活発化しそのネットワークによ
って緊密な地域間関係が形成された時代と
いえる。現在のグローバリゼーションを支え
る要素の淵源はこれら諸民族の移民に発す
るものも多い。 

これまでは科学研究費補助金学術振興会
特別研究員奨励費（平成 15-16 年度）による
研究「20 世紀前半東北アジア華人ネットワー
クの生成と衰退：国際都市と在外華商の機
能」などによって、東北アジアにおける中国
系移民のネットワークの結節点である都市
をとりあげ、中国系商人の役割を明らかにし、
分析してきた。それによれば東北アジア域内
の活動が活性化する時期には、ネットワーク
の存在が不可欠であること、戦後いったん衰
退したネットワークが近年のグローバリゼ
ーションのなかで再生しつつあるという認
識を得た。本研究はこれらの知見をふまえて
実施した。 

 
 

２．研究の目的 
 中国系移民を東北アジアの地域間関係を
支えた移民の一つと位置づけ、中国系移民の
移動先での受容および排除を明らかにする。 

これによって地域間連携に中国系移民が
果たした役割を検討する。また彼らの存在を
通じて、東北アジアにおける中国の社会的経
済的影響力を測る。 

国際環境の変化にともなって移民の立場
がどのように変化し、それにどのように対応
したかについても明らかにする。 

これらの考察を通じて、時代にかかわらず
流動性の高い社会において、民間でどのよう
なとりくみによって、社会の安定、移動の安
定が確保されるのかについて知見をえよう

とするものである。 
 

３．研究の方法 
(1) 移民が流入した都市の地図を分析し、都

市の拡大と移民の定着を分析した。主と
して、国際日本文化研究センター、岐阜
県図書館、両機関が所蔵する奉天の地図
を使用した。また、これらの地図で得た
知見をもとに、現在の瀋陽市内をフィー
ルドワークし、地図に記載された情報と
照らし合わせた。 

(2) 流入した移民の救済施設である奉天の同
善堂の公文書から移民の受け入れおよび
救済について分析した。主たる資料は中
国遼寧省档案館所蔵の奉天省公署档案に
ふくまれる同善堂から奉天省公署への公
文書、国会図書館、東洋文庫所蔵の『奉
天同善堂辦過事実報告書』である。これ
らの資料には同善堂に入所した移民が奉
天に至る経緯を記載した調書があり、こ
れをもとに、同善堂を受け皿とする移民
を分析した。 

(3) 戦前に日本に来た中国系移民のうち東北
アジアを活動範囲とした山東幇の戦後の
足跡について聞き取り調査を行い、分析
した。調査にあたっては山東同郷会から
のご助力を得た。またこの背景の分析に
必要な戦後の日中関係および、国交正常
化以前の日中の貿易について国際貿易促
進協会や日中友好協会、華僑総会などの
活動についても聞き取り調査を行った。 

(4) 移民送出地である山東においてフィール
ドワークを行い、現地の移民観・出稼ぎ
観について調査、分析を行った。煙台市
からは多くの商業移民が極東ロシアや中
国東北、日本に出ており、移民経験者、
地方史家の方々からお話をうかがった。
この際、山東省竜口市博物館を受け入れ
先とし、協力を得た。 

 
４．研究成果 
(1) 東北アジアにおける中国系移民として大

きな勢力を持つ山東幇は雑貨輸入に携わ
り、都市においても貿易商として一定の
地位を築き、中国東北地域の奉天の繁華
街を形成する商店を経営した。かれらは
奉天において当時においては高層ともい
える店舗を建設した。これらの建築物に
ついては現在も一部保存されている。本
研究では、上記知見を実態をふまえて把



握することができた。現在、中国におい
ては、東北地域の歴史は張作霖や「満洲
国」、抗日というキーワードで整理されが
ちではあるが、今後は、建築物の保存な
どがされるようになり、社会にも焦点を
あてた地域に生きた人の歴史も書かれて
いかれると期待できる。今回の研究での
地図から都市の歴史をほりおこす作業の
成果も、このような地域の歴史に今後つ
なげていきたい。 

(2) 山東幇や河北幇は同郷会や会館という同
郷人の集まる施設をもっていた。商店で
働く出稼ぎは同郷人の紹介を介しして仕
事を見つけた。また、そのようなつての
ない移民に対しては同郷会や会館が救済
を行った。しかし、彼らとは出身を異に
する移民や、紹介者を介さないで故郷を
離れた者はこのようなセーフティネット
を持たない。これに対して、奉天の名望
家の出資により生まれ、省政府の援助も
受けて運営された同善堂は都市における
社会的弱者の救済施設として機能した。
このため同善堂では、同郷ネットワーク
から漏れる移民の救済も行った。特に家
庭の事情から生地を離れた女性などは、
このような慈善施設に救済された。これ
らの慈善施設についての考察や従来女性
の移民についてはほとんどとりあげられ
てこなかった。本研究はこの点を深め、
奉天同善堂を対象として女性の移動につ
いては今後も詳細を検討していく。 

(3) 戦前に来日した山東人貿易商は、大阪の
川口・本田にあった客桟を拠点に大阪の
工業製品を華北や東北に輸出した。戦後
に日中貿易が縮小すると、これらの貿易
商がたちゆかなくなった。この時期、大
阪・神戸では、客桟でのまかない担当と
してとして働いていたものや、宴会料理
を出していた中華料理店のコックたちを
表にたてたレストラン業がのびていった。
ここでは貿易商たちが料理店での経理を
担うようになった。このように、戦後の
国際貿易の変化にともなった、同郷人な
かで業種の再編を行い現在に至っている。
この点は、戦後の日本華僑史においても
空白だった部分であり、当時を知る人も
高齢化しているので、緊急に深めていく
必要がある課題である。 

(4) 山東省のうちでも山東北岸からは商業移
民が多くでた。彼らの間では、12･3 歳に
なれば、東北の商店で見習いとして働き
にでることが、理想的なキャリアとみな
されていた。このため、親戚の年長者に
連れられて奉天や哈爾濱の商店に出稼ぎ
に出るものが多い。この間の農地は、さ
らに奥地の農村からの出稼ぎや残った老
人・婦人によって耕作がおこなわれた。

また、成功者についての情報は後続の移
民に伝えられ、成功者は同郷人を助ける
責任をもったため、出稼ぎにでる上での
安全が確保された。鉄道が敷設され 20 世
紀になってはじめて出稼ぎを出すように
なった地域では、移民がモノ扱いされ、
移動の安全保障が不十分であった。しか
し、1940 年代には日本本部や「満州国」
での労働不足から、鉄道沿線や内陸部か
ら半ば強制的に出稼ぎが集められるよう
になった。半島部においては、これに対
して、このようなケースはほとんどみら
れない。この点は、従来は「苦力」とし
てひとくくりにされていた華北からの移
民であったが、そこに質的な違いがある
ことを明らかにした点で画期的である。 
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